
CAS News Letter No.13
発行：神奈川大学アジア研究センター

〒221-8686 横浜市神奈川区六角橋 3-27-1
Tel：045-481-5661（代）　Fax : 045-481-2729
E-mail：center-asian@kanagawa-u.ac.jp

2020 年 7 月 6 日発行

2019年度　アジア研究センター活動報告 2019年 10 月～2020年 3 月

※所属・職名は 2020年 3 月現在

●アジア研究センターのシンポジウム
◆2019年 11月 16 日（土）

　日韓建築シンポジウム
　『専門家が語る韓国と日本の近代建築史研究の魅力－研究の回顧と展望』

　13:00  開会・主催者あいさつ
　13:10  第 1 部「研究の回顧」

　　尹仁石（成均館大学校）
　　内田　青蔵（神奈川大学）

　14:20  第 2 部「新たな研究の展開」
　　安昌摸（京畿大学校）「都市と建築で再解釈する大韓帝国史」
　　徐東千（漢陽大学校）「1882-1910年ソウルの激変
　　　　　　　　　　　　  ：雑居と宗教の流入」
　　文智恩（名古屋大学）「地方都市・群山の魅力」
　　西澤　泰彦（名古屋大学）「燃えない街：1900‐10 年代の建築規則」
　　砂本　文彦（神戸女子大学）「住まいと生活の変容からみ見た近代」
　　安箱　　敏（呉工業高等専門学校）「近代ソウルの児童公園」

　16:40  第 3 部「研究の展望」
　　登壇者によるパネルディスカッション

◆2019年 11月 28 日（木）

　日韓建築シンポジウム
　『外国人労働者の受け入れと共生～韓国と日本の事例から～』

　第一部：13:50～15:10
　テーマ：「外国人労働者受け入れの背景と政策」
　●13:50-14:20　スピーカー１：朴　孝淑（神奈川大学法学部准教授）
　　日韓両国における外国人労働者受け入れの背景
　　　～少子高齢化の観点から
　●14:20-14:45　スピーカー２：ソル・ドンフン（韓国移民学会会長）
　　韓国の外国人労働者受け入れ政策と実態
　●14:45-15:10　スピーカー 3：小川　玲子
　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉大学社会科学研究院准教授）
　　日本の外国人労働者受け入れ政策と実態

　第二部：15：20～16：30
　テーマ：「外国人労働者との共生」
　●15:20-15:50　スピーカー 4：コ・ジェフン
　　　　　　　　　　　　　　　　（全北大学社会科学研究所専任研究員）
　　外国人労働者の受け入れと共生～韓国の事例
　●15:50-16:10　スピーカー 5：鳥井　一平
　　　　　　　　　　　　　　　　（NPO法人 移住連代表理事）
　　外国人労働者の受け入れと共生～日本の事例

　●16:10-16:30  総括・質疑応答

◆2019年 12 月 4 日（水）13:00-18:00
　アジア知識基盤型経済移行国際シンポジウム
　会　場：横浜キャンパス宮陵会館 B101（30号館 1 階）
　報告 1：平川　均（神奈川大学経済学部非常勤講師、名古屋大学名誉教授）
　　　　　問題提起  アジアの発展における多様性と今後の展望
　報告 2：Ferdinand C. Maquito (Assistant Professor, The University 
　　　　　of the Philippines Los Baños) フィリピン科学・技術省の
　　　　　研究機関の組織構築分析
　報告 3：Kulkarni Mandar Vijay (Faculty Member, International 
　　　　　Institute of Information Technology, Bangalore:IIIT-B, India) 
　　　　　インドの IT スタートアップス

　報告 4：徳丸　宜穂（名古屋工業大学教授）
　　　　　＜包括的オフショアリング＞の新段階：ベトナム金型産業・
　　　　　市場の自立化と日本企業・地場企業の適応
　報告 5：Nguyen Thi Bich Ha（Associate Professor, Foreign Trade 
　　　　　University, Hanoi, Vietnam）ベトナム ICT産業の現状と課題
　報告 6：遠藤　美純（前・科研基盤研究 A, 研究員）
　　　　　グローバルなソフトウェア開発のトレンドと日本の ICT産業

◆日　時：2020年 3 月24日（火）15:00～17:00
　会　場：1号館 502室
　テーマ：「Green energy and transition
　　　　　 to low-carbon economy in Japan」
　報告者：ゾーヤ・ポドバ先生
　　　　　（サンクトペテルブルク国立大学准教授、経済貿易研究所客員研究員）

●研究グループ：「アジアの政治発展」
◆日　時：2019年 11 月 13日（水）
　会　場：8号館 814教室
　テーマ：「新しい世界の話をしよう」－フェイクニュース、デジタルポピュ
　　　　　 リズム、デジタル権威主義の輸出がもたらす世界－
　報告者：一田　和樹（『フェイクニュース』『犯罪事前捜査』の推理作家）

◆日　時：2019年 12 月 9 日（月）
　会　場：3号館 206教室
　テーマ：「朝鮮半島関連の戦後補償問題について」
　報告者：金昌浩（弁護士）

●研究グループ：「東アジアの国際経済・ビジネスの変還と現状
　　　　　　　　 そして今後の展望」
◆日　時：2019年 10 月 30日（水）
　会　場：アジア研究センター（16号館108号室）
　テーマ：「アセアンにおけるサービス貿易の可能性
　　　　　  －物流業に関する規制の調査報告－」
　報告者：魚住　和宏（経済学部非常勤講師）

◆日　時：2019年 1 月 22日（水）
　会　場：アジア研究センター（16号館108号室）
　テーマ：「中国におけるネット通信販売の変遷と展望」
　報告者：孔令建（常州機電職業技術学院専任教師）

●研究グループ：「植民地国家と近代性：アジア諸国を中心とする
　　　　　　　　　比較研究」
◆日　時：2019年 11月 9 日（土）
　会　場：神奈川大学宮陵会館 B101（30号館 1 階）
　テーマ：アメリカ植民地期のフィリピンにおける農業発展 1898-1946
　報告者：包　茂紅先生（北京大学歴史学系教授）

●研究グループ：「アジアの社会遺産と地域再生手法」
◆日　時：2019年 12月 4 日（水）
　会　場：8 号館 843教室
　テーマ：「タイ  バンコク周辺地域の脆弱街区再生事例に関する調査報告」
　報告者：吉岡　寛之（神奈川大学工学部特別助教）

◆日　時：2020年 1 月 20 日（月）
　会　場：8 号館 843教室
　テーマ：「津波のあいだ、生きられた村」
　報告者：饗庭伸 （首都大学都市環境科学研究科教授）

シンポジウム

アジア研究センター共催講演会

共同研究グループ主催による公開研究会

先住民政治をめぐる沖縄での現地調査

　本報告は、2019年度アジア研究センター個別奨励研

究の採択を受け、2020年1月22日から27日にかけて、

沖縄で実施したフィールド調査についてである。私自身

の個人研究課題は「Indigenous and Diaspora: 沖縄の

“土着性”概念からみるトランスナショナリズム」であ

る。博士課程での沖縄の先住民政治研究の延長としてこ

のテーマの研究を続けている。 

　2007年の国連総会で先住民族の権利に関する宣言が

採択されてから10年以上が経過した。日本では、「アイ

ヌは先住民族」との政府の認識の下、アイヌの伝統文化

や生活の場の再生のための支援、自然資源に関する特例

措置、観光振興等の施策が検討、推進されている。一方、

アイヌと同様に「先住民」としての権利を主張する沖縄

では、「先住民族」や「琉球民族」の定義が曖昧であること

からから、さまざまな葛藤や議論、摩擦が生じている。 

　私の研究の目的は、沖縄においてIndigeneity （土着

性）の概念を用いた政治主体性の自己認識が広まりつつ

あることを踏まえ、その意識形成と背景にある歴史認識

や政治・社会問題、そしてIndigeneity（土着性）論の可

能性について検討することである。研究は、文献調査と

フィールドでの参与観察、およびインタビューを中心に

進めている。 

　今年1月に現地調査のために訪れた沖縄では、琉球大

学、Koza Xミクストピア研究室、みんなのいえ、首里城、

campoo、こみゅとば等を訪問し、関係者からの聞き取

りおよび意見交換を行った。一見すると研究課題とは

関係のない訪問のように見えるが、前述のように関連

研究の延長線上にあり、先住民政治的観点から沖縄を

包括的に研究する上で有意義な調査であった。聞き取

りでは、沖縄の歴史的、政治的、社会的、文化的解釈や沖

縄が直面しているさまざまな問題の理想的な解決策に

ついてそれぞれの意見を聞いた。また、先住民政治

（Indigenous Politics）との関わり方についても意見

交換を行い、今後の研究・分析に非常に貴重なものと

なった。 

　訪問先の一つに、出張計画当初は予定していなかっ

た首里城がある。2019年10月31日、沖縄県那覇市に

ある首里城で火災

が発生し、正殿が全

焼 し た。14世 紀 に

建てられた首里城

は、長い間「琉球王

朝」の象徴として存

在を主張してきた。

かつて、首里城は沖

縄戦で米軍の砲撃の

標的になり廃墟と

なったが、正殿や門

知花　愛実
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